
いつ起きてもおかしくない大災害に備えて

＜ Point 1＞

今こそ、地方から日本を変える!

＜ Point 2＞

志で繋がる良心のネットワーク

＜ Point 3＞

2030年前後5年間での発生予測が 80%と言われている南海トラフ地震

や、豪雨災害など、日本はいつ大災害が起きてもおかしくない状況だ

と言われています。政府の災害対策、支援、公助だけではカバーしき

れない未曾有の災害に備えて、今こそ市民の連帯が必要ではないで

しょうか。

災害や危機に直面する度、利他の精神で智慧を集結させ、不死鳥のご

とく立ち上がってきた日本。私たちは、地球規模の社会課題が山積す

る今だからこそ、この日本のレジリエンスを強く発揮すべきときだと

考えています。そして、都会ではなく、地方から、新たな社会を創造

していくことが重要であると考えています。

日本社会づくり協議会は、レジリエンスをコンセプトに、未曾有の大

災害に備え「助け合い、支え合い、学び合う」全国ネットワーク、広

域連携のしくみです。これからの社会の問題、地域の課題解決におい

て、各地のコミュニティの連帯が大きなキーを握っているのではない

でしょうか。この機会にぜひ、皆さまのご参加、ご加盟をお待ちして

おります。



日本社会づくり協議会３つの独自性

30年以上の災害支援実績を元に、他では聞けない防災対策のポイント
を教えます

チームビルティングのプロが、すばらしい地域コミュニティの作り方
を伝授します

NPOとして阪神・淡路大震災から30年以上にわたり、東日本大

震災、熊本地震、各地の豪雨災害、そして昨年発災した能登半

島地震を含めて、数多くの災害支援などを現場で活動してきた

私たちが、その経験を元に、他では聞けない防災対策のポイン

トを皆さんにお伝えします。

災害発生後の避難生活などでは、建設的な地域コミュニティが形

成できるかどうかが、問題解決や復興において非常に重要になり

ます。コミュニティ形成がうまくいかなければ、自分勝手な振る

舞いや言動をする人達がいれば、コミュニティが機能せず崩壊す

る要因になります。本協議会では、数多くの企業にチームビル

ディングのしくみを導入してきた実績のある私たちが、どうすれ

ば問題を次々に解決できる素晴らしいコミュニティを作れるのか

を伝授します。

いざという時は、これだ！ 学べる・使える・実践カリキュラム

農薬や化学肥料なしに作物を作ることができる、安心・安全な

「自然農」を誰でも簡単にスマートフォンで学べるカリキュラ

ムなども用意しております。

その他、いざという時に使える、実践的なカリキュラムを e

ラーニングやウェビナーを通して学べます。

市民ネットワークUE-Cafeの様子

能登半島地震復興支援

熊本地震復興支援西日本豪雨復興支援東日本大震災復興支援

安心・安全な「自然農」が動画で学べる

いざという時の備え・手引書 豊富なeラーニングカリキュラム
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